





















taccee ii-ii ssi,maci-kaɴtii sooɴ
「立っては座り、立っては座りして、待ちかねている ｡」
sutumiti-kara ʔattabui ssi,hutee hari-hari sooibiitaɴ
「朝からスコールで、降っては止み、降っては止みしていました ｡」
　那覇方言における反復法を概観した野原（1992[1972-73]）にはこの「A 接ハ B-B スル」
構文（略して A-B-B 構文と呼ぶことにする）は取り上げられていないが、最近の文法












aa=[aː]）を使用する。伊良部島方言の反舌音の [ɭ] を /r/ の異音とみなし、与那国方言




naɴgee toori-toori seeti　「投げてはたぐり」（加治工 1990:57)
maasee parasee-parasee sii　「回しては行かせて」（加治工 1973:50)
maaree kii-kii sii　「回っては来て」（加治工 1973:53)
muiɴgaaree kii-kii sii　「生え変わっては来て」（加治工 1973:35)
miritee turi-turi sii　「見ては取り」（加治工 1973:87)




ffaiti nibee sii-sii suɴ　「食べては寝」
tureeti kaasee sii-sii butaɴ-nu　「取っては売ってしていたが」（加治工 1973:70)
　ffaitee nibi-nibi suɴ「食べては寝」の構造を下の (a) のように考えるなら、スルの
連用形が反復している ffaiti nibee sii-sii suɴ「食べては寝」は同じ「A ハ B-B スル」
の構造が一歩右にずれた (b) という構造で、B を請けるためにスルが挿入されていると
考えられる。
(a)　動詞 1　動詞 2 (b)　動詞 1　動詞 2 – スル
　　　 　　　
A ハ　B　B – スル A ハ　 B　B – スル
　加治工 (1973) は、約 130 分間の対話や物語の録音資料を文字に起こしたものが中心の
書物で、その中に A-B-B 構文の例は上記の 6 例があるから、ほぼ 20 分に一回の頻度で






zjuusaɴsiɴ-naa sii turi kiitee-jaa,…azanuhaa tuɴna harï-harï sïda-soora「13
セントばかりして取って来ては、アダンの葉を取りに行ったものだよね ｡」（日本放
送協会 1972b:239)
















ikja mii-mii asi uibadu「何度も行っては見ていたが」（宮古民話の会 1981:118)
zasïcï-ɴ nuurii macii-u-tigaa judanjaa ahuda ani-gama-ga ivginarrasii uziɴ-
nu muci’iccii-ja mai-ɴkai ɴcii-ja pjar-pjar asii-utar「座敷に上がって待ってい
ると、間もなくしてウエートレスが、重たそうにお膳を運んできては、おのおのの
前に置きました ｡」（渡久山 2001)
tui-ja cïï-cïï sïtar「取っては着て、取っては着て、を繰り返した ｡」（下地 2006:
103)
・伊良部島仲地方言
kaiïzjaa uki-uki「転んでは起き (= こけつ、まろびつ )」
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nacci mii-ja baraïzi mii-mii asï「泣いたり笑ったりする」
・狩俣方言
kjaasii-ja kakï-kakï sii sïsïmaɴ「消したり書いたりで進まない ｡」（名嘉真 1986:
95)
・平良西里方言




mii-ja ɴgjaa ucïkï-ucïkï sii「(魚はとれ次第）目玉をくり抜いては置いて」（城辺
町史編纂委員会 1990:613)
・城辺福里方言
kafjuuturjaa mii-mii ssibadu「隠れては見ていると」（城辺町史編纂委員会 1990:
737)
kjuu-mai aca-mai umui-jaa sigari-sigari uribadu「今日も明日も考えては悩み
苦しんでいると」（城辺町史編纂委員会 1990:712)
・城辺保良方言
munaa faiccjaa niv-niv-nu daruu「物を食べては寝る怠け者」（城辺町史編纂委
員会 1990:504)





jaa-ɴkai cjee ʔuɴ cjoo tii kamitee niɴzi-niɴzi simiseeteeru gutooɴ「家に（帰っ
て）来ては、その人は（心配で）手を上げては寝ていたそうだよ｡」（伊芸 1992:151)1
kanee ʔuccee nubasi-nubasi suɴ「鉄は打っては延ばしたりする｡」（吉屋 1999:351)
kwakkitee mii-mii suru cii-nu curasaa,nuu-ni-ɴ taturaraɴtaɴ「見え隠れする
乳房の美しさと言ったら例えようが無かった ｡」（吉屋 1999:496)
　和文からの方言訳の例に sukutee kami-kami si...「お代わりしては食い、お代わり
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しては食う｡｣2（宜志 2001:38）がある。逐語的に＊ sukutee kami,sukutee kami si... に
訳されていないということは、この方言に A-B-A-B 構文がないことを示唆する資料と
して解釈できる。また、南琉球の鳩間方言にある、一歩右方に「A ハ B-B スル」の構造
が移動して「スル」が反復する例は沖縄方言にも見出せる。
mucigwaasi nusudi kadee sii-sii sooɴ「餅菓子などを失敬しては頂戴し、頂戴し
ては失敬している ｡」（宜志 2001:37)
ʔuma ʔizi jukutee sii-sii…「（仕事の合間に）そこに行っては休み ､...」（伊芸 
1992:232)




kadi-ja niɴbi-niɴbi, sikuci see.「食べては寝ばっかりして、仕事しろ ｡」
hataki kaziti jukui-ja uui-uui, mee-kaci susumaɴ. ʔacaa naiɴ-doo.「畑を耕
しては休み、耕しては休み、前に進まない。明日になるぞ ｡」
・大宜味村田嘉里方言
izee ɸai-ɸai suɴ「行ったり来たりする ｡」
ʔwaa-too juɴmuɴ,muɴ kwatee niɴbi-niɴbi suɴ「豚と同じように、食べては寝、
食べては寝する ｡」
・国頭村与那方言




puku-ɴcjaɴ tutjaa mii-mii sjuɴ「服を（手に）取っては見、取っては見する ｡」
taroo zjaa-nu hutu-ɴcjaɴ waa-jaa-kati kicjaa juɴ-juɴ sjuɴ「太郎は次郎のこと
を、私の家に来るたびに、話をする ｡」
・徳之島浅間方言
nacjïï-ja ʔii-ʔii sjuɴda「泣いては話し、泣いては話しする ｡」
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ʔicjïï-ja kami-kaami sjuɴda「言っては食べ、言っては食べする ｡」
・徳之島井之川方言
kucci wëëti-ja kami-kami「殺して、分配しては食べた」（本田 1992:125)
sii ʔiki-ʔiki sjuu muɴ ʔati「して行っては、するものだった」（本田 1992:174)
・徳之島金見方言




cïgicïgi ʔmaa-nu hagi-ba uthï nagï-nagï「つぎつぎ馬の脚を折っては投げ」（琉
球列島班 1990:46)
ʔmaa-nu cju-ɴkhja-ba gocisoo sjari si-jaa,cïgi-nu jaa-haci uduri-ga ʔiki-
ʔiki,gasi sjurjoothi「そこの人たちをご馳走したりしては、次の家へ踊りに行き、
そうしていました ｡」（琉球列島班 1993:130)
ʔurï-ba sjuu-naɴ cïkïthï-jaa,jaa-nu naha-ba hare-hare,gasi sjoothi,...「それを
潮水につけては、家の中を祓い、そうしまして ､...」（琉球列島班 1993:179)





　以上見てきたように、「A 接ハ B-B スル」構文は琉球方言の四大下位方言群すべてに及
んで使われている。このことからこの構文は琉球祖語まで遡るといえる。
　「A 接ハ B-B スル」構文で、A と B が同じ動詞（つまり「A 接ハ A-A スル」）の場合も
ある。例えば奄美大島大和浜方言の例で、…-ci ʔici-jaa ʔii-ʔii sjagaccjana…「… と繰
返し言いながら …」（琉球列島班 1990:29）がある。これと同じ言い方は八重山の鳩間
方言（...-ti azee azi-azi sii,...）や徳之島の浅間方言（...ʔicjïï-ja ʔii-ʔii sjuɴda）にお
いても可能であるが、宮古、首里、田嘉里や与論の方言ではこの言い方はしないという。こ
れは、別の言い方がある（首里 ʔii-keesi-geesi、田嘉里 acirasi-keesuɴ、与論 muditjaa 
ʔii-ʔii sjuɴ、など）からと考えられる 3｡
　なお、この研究をするにあたって、多くの方言資料に目を通したが、「A 接ハ B、A 接ハ

























は「ひとつむすびてはゆひ、ひとつむすびてはゆひして」の A-B-A-B 構文となる ｡『蜻
蛉日記古註釈大成』（日本文学古註釈大成）の『蜻蛉日記解環』では「ひとつむすびては、
ゆひゆひして」と読点を打っているから 5、A-B-A-B と読ませるのは新しい解釈のよう
である 6｡ 他に A-B-B の例がないなら、現代日本語の A-B-A-B に倣って読むのは適切
な判断と思われるが、しかし他に例は無くはない。



































































































































































　これは翻訳文で、この箇所の原文 (Frances Hodgeson Burnett 著 A Little Princess )
は次のようになっている。
“…Really, it was hard for the child to climb the three long flights of stairs 
leading to her attic. She often found them long and steep when she was 
tired; but tonight it seemed as if she would never reach the top. Several 
times she was obliged to stop to rest. When she reached the top landing she 













　琉球諸方言にあって、琉球祖語に遡るであろう「A 接ハ B-B スル」構文は本土の日本
語にもあり、文献の上では十世紀末まで遡るといえる。この「A 接ハ B-B スル」構文は




　日本語に「A 接ハ B、A 接ハ B スル」構文があり、実世界における各動作と文中でそれ
を表す動詞との関係を下記の㋑のようにとらえることができる。
㋑ ＜食ベル1＞－ ＜寝ル1＞－ ＜食ベル2＞－ ＜寝ル2＞… [実世界での動作 ]
― ― ― ―
食べる 寝る 食べる 寝る [動詞 ]
― ― ― ―
A ハ B 、 A ハ B [ 構文 ]
　ほかに日本語に「A 接ハ B、B 接ハ A スル」もあるが、この中の最初の B と続く B が同
じ一つの動作を表現していることから考えると、その構造は㋺のようになっていると考
えられよう。
㋺ ＜食ベル1＞－ ＜寝ル1＞－ ＜食ベル2＞－ ＜寝ル2＞… [実世界での動作 ]
― ― ―
食べる 寝る 食べる [動詞 ]
― ―






㋩ ＜食ベル1＞－ ＜寝ル1＞－ ＜食ベル2＞－ ＜寝ル2＞… [実世界での動作 ]
― ―
食べる 寝る [動詞 ]
―








All I ever do is eat and sleep, eat and sleep, eat and sleep. There must be 





















Sus-up konuş-up konuş-up sus-up, aynı olay-ı anlat-ıyor-sun.「君は黙っては
話し、話しては黙り、同じことを説明している（から、もう止しなさい )｡」
A-A-B
Bu çocuk yiy-ip yiy-ip yat-ıyor.「この子は食べては寝、食べては寝している ｡」




tanhâ kâri ke mikoneh khordane va khâbidan, khordane va khâbidan.「かれは
食べては寝、食べては寝しかしない ｡」
A-B-B-A




sāppittu tūn3 karān－,sāppittu tūn3 karān－「彼は食べては寝、食べては寝（ばかり）
する ｡」
A-B-B-A
sāppittu tūn3 karān－,tūn3 kittu sāpitarān－「彼は食べては寝、寝ては食べ（ばかり）
する ｡」
A-A-B
sāppittu,sāppittu tūn3 karān「彼は食べては寝、食べては寝（ばかり）する ｡」
・ミャンマー語
A-B-A-B
mó-ka ywà-laiʔ yaʔ-laiʔ ywà-laiʔ yaʔ-laiʔ pyiʔ-nè-tє｀「雨は降っては止み、降っ
ては止みしている ｡」





mó-ka ywà-laiʔ yaʔ-laiʔ yaʔ-laiʔ ywà-laiʔ pyiʔ-nè-tє｀「雨は降っては止み、止ん
では降りしている ｡」




nom unš-i-ž, zuragt üz-e-ž, nom unš-i-ž, zuragt üz-e-ž(üz-e-ž）unt-laa.「本を
読んではテレビを見て、本を読んではテレビを見て、寝た ｡」
A-B-B-A






















の上で A-B-B になっている nom unš-i-ž,zuragt üz-e-ž üz-e-ž baj-h（文字通り「本
読んで、テレビ見て見ている」）はあることはあるが、これは読書とテレビ観賞が交互に
行われるのではなく、「本を読んで、そしてずっとテレビを見ている」という意味になる。
zuragt üz-e-ž üz-e-ž baj-h だけで「ずっとテレビを見ている」という意味だから、
A-B-B という一つの文型ではなく、たまたま動詞の後に現れる、反復・継続を強調する
反復文型である。トルコ語とタミル語は A-B-B ではなく、A-A-B 構文があり、A-B-
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8 お茶の水図書館蔵。三木・山田 (1989:86) では「十分に食っては残りを棚におくな
らわしであった」と現代語に訳している。
































































































































日本放送協会（編） 1972a．『全国方言資料 第10巻 琉球編Ⅰ』東京：日本放送出版協
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